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阪
倉
篤
義
博
士
年
譜
及
び
著
述
目
録

こ
の
年
譜
及
び
著
述
目
録
は 、

昭
和
六
十
一

年
十
二
月
出
版
の
『
国
語

語
会
史
の
研
究

七」
(
和
泉
書
院)

に
所
収
の
略
年
譜
・

著
述
目
録 、

お

よ
び
平
成
元
年
作
成
の
履
歴
書
・

著
書
論
文
一

覧
を
参
考
に 、

そ
れ
に
加

筆
訂
正
し
作
成
し
た
も
の
で
あ
る 。

年
譜
に
関
し
て
は 、

学
歴
で 、

卒
業
年
度
と
入
学
年
度
が
同
年
で
継
続

し
て
い
る
場
合
に
は
卒
業
年
度
を 、

ま
た
職
歴
に
つ
い
て
も 、

退
職
年
度

と
就
職
年
度
が
継
続
し
て
い
る
場
合
に
は 、

退
職
年
度
を
省
略
し
た 。

な

お 、

非
常
勤
講
師
と
し
て
の
勤
務
(
大
学
院
授
業
担
当
も
含
む)

に
つ
い
て

は 、

年
譜
の
末
尾
に 、

出
議
先
(
機
関)
及
び
出
議
年
度
と
を
一

括
し
て
記

し
た 。著

述
目
録
に
関
し
て
は 、
こ
れ
を 、

川
著
書(
共
著
を
含
む) 、

制
編
書(
共

編
警
は
含
む
が 、

監
修
は
除
く) 、

付
論
文 、

の
三
種
に
分
類
し 、

お
の
お
の

出
版
(
発
表)

年
月
順
に
配
列
し
た 。

そ
の
際
に 、

学
界
展
望・
紹
介・
対

談
・

座
談
・

随
想
・

月
報
お
よ
び
教
科
書
・

参
考
書
の
類
は
割
愛
し
た 。

漢
字
は 、

高
葉
集
の
「
寓」

な
ど
を
除
き 、

原
則
と
し
て
新
字
体
を
用

し
た資

料
提
供
そ
の
他
の
ご
援
助
を
く
だ
さ
っ
た
川
端
善
明
氏 、

蜂
矢
真
郷

氏
は
じ
め 、

関
係
の
方
々
に
記
し
て
謝
意
を
表
す 。
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糸

井

浩

編

通

年

譜

大
正
六
年
五
月
二
十
三
日れ

る

大
正

十
三
年
四
月

京
都
市
立
錦
林
第一

小
学
校
に
入
学

昭
和

五

年
四
月

京
都
府
立
京
都
第一

・中
学
校
に
入
学

昭
和

十

年
四
月

第
三
高
等
学
校
文
科
甲
類
に
入
学

昭
和

十
三
年
四
月

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
文
学
科
(
国
語
学
国
文
学
専
攻)

に
入
学

昭
和

十
六
年
四
月

京
都
帝
国
大
学
大
学
院
に
入
学 、

特
選
給
費
学
生

昭
和

十
七
年
三
月

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
副
手
(
十
八
年
二
月
迄)

四
月

京
都
女
子
専
門
学
校
講
師
(
専
任)
(
二
十
年
九
月
迄)

昭
和

十
八
年
二
月

入
隊
(
中
国
へ 、

長
沙
に
て
終
戦 、

二
十一
年
六
月
復
員)

昭
和
二
十
一

年
十
一

月

京
都
女
子
専
門
学
校(
後 、

京
都
女
子
大
学
文
学
部)
に

復
職
(
専
任
講
師)
(
二
十
六
年
三
月
迄)

十一

月
十
三
日

中
村
憲
吉
三
女
始
子
と
結
婚

十
二
月

第
三
高
等
学
校
講
師

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
副
手
(
二
十
二
年
三
月
迄)

阪
倉
篤
太
郎
・

忠
の
次
男
と
し
て
京
都
市
に
生
ま



第
三
高
等
学
校
教
授

京
都
大
学
大
学
院
を
退
学

京
都
大
学
助
教
授(
吉
田
分
校 、
三
十
八
年
よ
り
教
養
部
と

改
称 、

に
勤
務)

京
都
大
学
文
学
部
授
業
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
る
(
以
後
停

年
退
職
迄)

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
授
業
担
当
を
命
ぜ
ら
れ

る
(
以
後 、

四
十
七
年
度
を
除
き
停
年
退
職
迄)

文
学
博
士
(
京
都
大
学)

京
都
大
学
教
授

米
国
イ
ン
デ
ィ

ア
ナ
大
学
客
員
教
授
と
し
て
出
議
(
四

十
二
年
六
月
迄)

昭
和
四
十
三
年
五
月

学
術
会
議
専
門
委
員
(
同
年
十
二
月
迄)

昭
和
四
十
四
年
三
月

同

右

(
四
十
五
年
十
二
月
迄)

四
月

京
都
大
学
評
議
員
(
同
八
月
迄)

昭
和
四
十
七
年
四
月

京
都
大
学
教
養
部
長・
同
評
議
員
(
四
十
八
年
三
月
迄)

十
一

月

国
語
審
議
会
委
員(
第
十一
期
以
後 、
五
十
六
年
第
十
四

期
迄)

京
都
大
学
教
養
部
長
・

評
議
員
(
五
十
六
年
三
月
迄)

京
都
大
学
を
停
年
退
職

京
都
大
学
名
誉
教
授

在
中
国
北
京
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

講
師
と
し
て
出
講

(
同
七
月
迄)

甲
南
女
子
大
学
教
授
(
平
成
三
年
三
月
迄)

財
団
法
人
新
村
出
記
念
財
団
理
事
長
(
没
年
迄)

昭
和
二
十
二
年
三
月

昭
和
二
十
四
年
六
月

八
月

昭
和
二
十
七
年
四
月

昭
和
三
十
二
年
四
月

昭
和
三
十
七
年
三
月

昭
和
三
十
八
年
二
月

昭
和
四
十
一

年
九
月
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昭
和
五
十
五
年
四
月

昭
和
五
十
六
年
四
月

昭
和
五
十
七
年
四
月

六
月

五
月

国
立
国
語
研
究
所
評
議
員
(
平
成
六
年
二
月
迄)

昭
和
五
十
八
年
九
月

在
中
国
北
京
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

講
師
と
し
て
出
議

昭
和
五
十
九
年
四
月

京
都
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

理
事

七
月

国
文
学
研
究
資
料
館
評
議
員
(
六
十
三
年
六
月
迄)

六
十
年
四
月

放
送
大
学
客
員
教
授
(
六
十
二
年
三
月
迄)

六
月

国
語
学
会
代
表
理
事
(
六
十
三
年
六
月
迄)

年
七
月

国
文
学
研
究
資
料
館
評
議
員
(
四
年
七
月
迄)

年
十
一

月

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
授
与

年
四
月

京
都
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー

理
事
長

年
六
月

国
語
学
会
名
誉
会
員

年
十
月
二
十
二
日

午
後
八
時
四
十
七
分 、

脳
動
脈
痛
破
裂 、

心

機
能
低
下
に
よ
り
京
都
市
西
京
区
の
病
院
で
死
亡 、

満

七
十
七
歳

叙
位
正
四口問

昭
和

平平 平 平 平
成 成 成 成 成

�ムム 一 一
ノ、 ノ、 ノ、 二二 一一

平
成

年
十
月

ム
ノ、

こ
の
間 、

京
都
女
子
大
学
(
昭
和
二
十
六
1

二
十
九) 、

大
阪
大
学
(
昭
和
二
十

四 、

二
十
六
1

二
十
八 、

三
十) 、

奈
良
女
子
大
学(
昭
和
二
十
五 、

四
十
三 、

四
十

六 、

四
十
八 、

四
十
九) 、

京
都
大
学
(
文
学
部 、

昭
和
二
十
五) 、

関
西
大
学
(
昭

和
三
十) 、

京
都
府
立
医
科
大
学
(
昭
和
三
十一

、

三
十
二 、

三
十
四 、

三
十
七) 、

大
阪
市
立
大
学(
昭
和
三
十
三 、
三
十
九
1

四
十) 、
立
命
館
大
学(
昭
和
三
十
四
1

三

十
六 、
三
十
八 、
三
十
九 、

四
十
三 、
五
十 、
五
十
三) 、

香
川
大
学(
昭
和
三
十
六) 、

愛
媛
大
学
(
昭
和
四
十
五) 、

東
京
都
立
大
学
(
昭
和
四
十
六) 、

九
州
大
学
(
昭
和

四
十
八) 、

新
潟
大
学
(
昭
和
四
十
九) 、

光
華
女
子
大
学
(
昭
和
四
十
九) 、

甲
南

女
子
大
学
(
昭
和
五
十 、

五
十
三 、

五
十
六 、

平
成
三
1

六) 、

島
根
大
学
(
昭
和
五

十) 、

東
北
大
学
(
昭
和
五
十
二 、

大
阪
外
国
語
大
学
(
昭
和
五
十
二) 、

龍
谷
大
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学
(
昭
和
五
十
四)
に
出
議
し
た 。

著
述
目
録

-
著
書
(
共
著
を
含
む)

「
筆
注
倭
名
類
衆
抄
国
語
索
引」(
古
典
索
引
叢
刊
2)(
全
国
書
房 、
昭
和
十
九
年一

月)
『
国
語
の
歴
史」
(
共
著)
(
秋
田
屋 、
昭
和
二
十
三
年
十
月・
改
訂
版 、
万
江
書
院 、

昭
和
二
十
六
年
六
月)

「
日
本
文
法
の
話」
(
創
元
社 、
昭
和
二
十
七
年
四
月・
後 、
『
改
稿
日
本
文
法
の
話」 、

教
育
出
版 、
昭
和
四
十
九
年
四
月)

『
日
本
文
法
辞
典』
(
ア
テ
ネ
文
庫)
(
弘
文
堂 、
昭
和
三
十二
年二
月))

『
竹
取
物
語・
伊
勢
物
語・
大
和
物諮問』
(
共
著
日
本
古
典
文
学
大
系
9)
(
岩
波

書
底 、
昭
和
三
十
二
年
十
月)

「
新
撰
字
鏡
国
語
索
引」
(
共
著)
(
京
都
大
学
国
文
学
会 、
昭
和
三
十
三
年
十一
月)

『
古
語
小
辞
典」
(
専
門
図
書 、
昭
和
三
十
四
年
十
月)

『
現
代
の
こ
と
ば』
(
共
著
三一
新
設u
m)
言
二
書
房 、
昭
和
三
十
五
年
十
月)

『
夜
の
寝
覚」
(
日
本
古
典
文
学
大
系
市)
(
岩
波
書
庖 、
昭
和
三
十
九
年
十二
月)

『
語
構
成
の
研
究』
(
角
川
書
応 、
昭
和
四
十一
年
三
月)

『
新
修
古
典
文
法」
(
共
著)
(
東
京
書
籍 、
昭
和
四
十
四
年
二
月)

『
竹
取
物
語』
(
岩
波
文
庫)
(
岩
波
書
底 、
昭
和
四
十
五
年
八
月)

『
語
奨
史』
(
講
座
国
語
史
3・編
集
と
執
筆)
(
大
修
館
書
底 、
昭
和
四
十
六
年
九
月)

『
夜
の
寝
覚
総
索
引」
(
共
著)
(
明
治
書
院 、
昭
和
四
十
九
年九
月)

『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
語
3

語
集・
意
味』
(
学
生
社 、
昭
和
五
十
年
五
月)

『
文
章
と
表
現」
(
角
川
書
店 、
昭
和
五
十
年
六
月)

『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
語
1

日
本
語
の
歴
史』
(
学
生
社 、
昭
和
五
十
年
十
月)

『
国
語
学
概
説」
(
共
著)
(
有
精
堂
出
版 、
昭
和
五
十
年
十二
月)

「
日
本
語
の
歴
史』(
共
著)(
日
本
語
講
座6)(
大
修
館
書
底 、
昭
和
五
十二
年二
月)

『
な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫」(
平
凡
社
名
作
文
庫
2)(
平
凡
社 、
昭
和
五
十
二
年
十二
月)

『
今
昔
物
語
集・
本
朝
世
俗
部
付
口
同
四』
(
共
著
新
潮
日
本
古
典
集
成)
(
新
潮

社 、
昭
和
五
十
三
年一
月 、
昭
和
五
十
四
年
八
月 、
昭
和
五
十
六
年
四
月 、
昭
和
五

十
九
年五
月)

『
日
本
語
の
語
源」
(
講
談
社
現
代
新
関口
別)
(
講
談
社 、
昭
和
五
十
三
年
九
月)

『
日
本
語
の
基
礎」
(
共
著)
(
旺
文
社 、
昭
和
五
十
七
年
八
月・後 、
「
改
訂
日
本
語
の

基
礎』 、
日
本
放
送
出
版
協
会 、
昭
和
六
十一
年
四
月)

「
日
本
語
表
現
の
流
れ」
(
岩
波
セ
ミ
ナ
ー

ブ
ッ
ク
ス
必)
(
岩
波窓口
庖 、
平
成
五
年
二

月)
『
家』
(
シ
リ
ー

ズ一
語
の
辞
典
・

三
省
堂
刊
行
予
定 。
浅
見
徹
が
補
選)
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-
編

書
(
共
編
書
を
含
む
が 、
監
修
は
除
く)

『
国
語
学
辞
典」
(
編
集
と
項
目
執
筆)
(
東
京
堂
出
版 、
昭
和
三
十
年
八
月)

『
阪
倉
篤
太
郎「
日
本
文
学
図
会』』
(
編
集
と
解
説
執
筆)
(
阪
倉
先
生
喜
寿
記
念
刊

行
会 、
昭
和
三
十二
年
十一
月)

「
光
厳
天
皇
遺
芳』
(
編
集)
(
常
照
皇
寺 、
昭
和
三
十
九
年
八
月)

『
講
談
社
国
語
辞
典」
(
共
編
著)
(
講
談
社 、
昭
和
四
十一
年
十一
月・後 、
第
二
版 、

平
成
三
年
十一
月・
後 、
講
談
社
学
術
文
庫
湖 、
昭
和
五
十
四
年
二
月)

『
諸
本
集
成
倭
名
類
衆
抄」
[
索
引
篇]
(
執
筆
と
編
集)
(
臨
川
書
店 、
昭
和
四
十
三

年
九
月)

『
書
陵
部
蔵
青
表
紙
本
源
氏
物
語
『
線
角』
付
注」
(
新
典
社 、
昭
和
四
十
五
年一

月)
『
新
村
出
全
集』
(
第
三
巻
・

解
説)
(
筑
摩
書
房 、
昭
和
四
十
七
年
六
月)



『
日
本
国
語
大
辞
典』(
編
集)(
小
学
館 、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
1

五
十一
年
三
月)

『
日
本
の
言
語
学

文
法
I・

文
法
H』
(
共
編
書)
(
大
修
館
書
底 、
昭
和
五
十
三

年
六
月 、
昭
和
五
十
四
年
七
月)

『
角
川
古
語
大
辞
典
付
同
国
岡」
(
共
編
著)
(
角
川
書
底 、
昭
和
五
十
七
年
六
月 、
昭

和
五
十
九
年
三
月 、
昭
和
六
十
二
年
九
月 、
平
成
六
年
十
月 、
以
降
続
刊
予
定)

『
国
語
学
研
究
文
献
総
索
引」
[
雑
誌
編](
編
代
表)(
秀
英
出
版 、
平
成一
年
三
月)

『
日
本
語
大
辞
典」
(
共
編
著)
(
講
談
社 、
平
成一
年
十一
月)

『
史
料
神
陵
史

|会密局か
ら三
高まで」
(
共
編
書)
(
神
陵
史
資
料
研
究
会 、
平
成
六

年
八
月)

阪倉篤義博士年譜及び著述目 録
-
論文

「
比
喰
的
枕
調
||体言に『の』

の
添はりたるものについ
て」
(『
国
語・
国
文」
十
巻
十

二
号 、
昭
和
十
五
年
十
二
月)

「
接
尾
語
の一
考
察」
(『
国
語・
国
文』
十
五
巻
十一
号 、
昭
和
二
十一
年
十二
月)

「『
や
か」
「
ら
か」
に
つ
い
て」
(「
国
語・
国
文」
十
七
巻一
号 、
昭
和
二
十
三
年二

月)
「
む
し
か
め
考」
(『
国
文
研
究』
1、

昭
和二
十
三
年
六
月)

「『
が
て
ら」
遡
源」
(『
国
語・
国
文』
十
八
巻一
号 、
昭
和
二
十
四
年
四
月)

「
辞
書
と
分
類
||新撰字鏡につい

て」
(『
国
語・
国
文』
十
九
巻
二
号 、
昭
和
二
十
五

年
十
月)

「
接
尾
語
ラ
マ
の
考

i||智紀の
古訓をめ
ぐっ
て」
(『
国
文
学』
3、
昭
和
二
十
六
年二

月)
「
日
本
文
法(
口
語
篇)
を
よ
ん
で」
(
書
評)
(『
詩
文』
2 、
昭
和
二
十
六
年
三
月)

「
書
紀
古
訓
の
ふ
る
さ」
(『
芸
林』
二
巻
二
号 、
昭
和
二
十
六
年
四
月)

「『
片
思
ひ
を
馬
に
ふ
つ
ま
に』
の
歌
私
解」
(「
高
菜』
2 、
昭
和
二
十
七
年一
月)

「一一一吋叫尚
古
代
語
法
の
史
的
研
究」
(『
国
語
学」
川
輯 、
昭
和
二
十
七
年
九
月)

「
か
け
て
お
も
ふ」
(『
高
菜」
5 、
昭
和
二
十
七
年
十
月)

「「
侍
り」
の
性
格」
(「
国
語
国
文』
二
十一
巻
十
号 、
昭
和二
十
七
年
十一
月)

「
時
枝
文
法
の
特
質」
(『
解
釈
と
鑑
賞』
十
七
巻
十二
号 、
昭
和
二
十
七
年
十
二
月)

「
金
子
武
雄
氏
著『
延
喜
式
祝
調
講』」
(
書
評)
(『
国
語
と
国
文
学』
三
十
巻二
号 、

昭
和
二
十
八
年二
月)

「
く
だ
か
け
考」
(『
白
銀
の
楯』
引 、
昭
和
二
十
八
年
三
月)

「
土
佐
日
記
の
歌
と
地
の
文」(『
圏
諸
国
文」
二
十
二
巻
五
号 、
昭
和
二
十
八
年
五
月)

「
歌
物
語
の
文

章||『な
む」
の
係り結び
をめぐっ
て」
(『
国
語
国
文」
二
十
二
巻
六
号 、

昭
和二
十
八
年
六
月)

「
佐
藤
喜
代
治
氏
著
『
国
語
学
概
論』」
(
響
評)
(「
国
語
学』
日-
M
輯 、
昭
和二

十
八
年
十
月)

「
音
韻
と
語
法
||仏足石の

歌一
首」
(『
解
釈
と
鑑
賞』
十
八
巻
十
二
号 、
昭
和
二
十
八

年
十
二
月)

「
時
枝
文
法
と
橋
本
文
法」
(「
中
学
国
語
科
教
育
技
術』
4
巻
6 、
昭
和二
十
九
年
九

月)
「『
対
話」

||戯曲のこ
と
ば」
(『
国
語
国
文』
二
十
三
巻
十一
号 、
昭
和二
十
九
年
十

一
月)

「
禽
葉
集
巻
二
十
訓
詰」
(『
寓
葉
集
大
成
4
(
訓
話
篇)』
平
凡
社 、
昭
和
三
十
年三

月)
「
機
能
文
法
の
諸
問
題
I-
H-
m」
(『
教
育
技
術
中
学
国
語』
5
巻
1
・
2・
3、

昭
和
三
十
年
四
月
1

六
月)

「
高
菜
語
会
の一
面」
(『
国
語
国
文」
二
十
四
巻
五
号 、
昭
和
三
十
年
五
月)

「
寓
葉
集
に
お
け
る
語
詞
の
構
成」
(『
蔦
葉
集
大
成
6(
言
語
篇)』
平
凡
社 、
昭
和

三
十
年
六
月)
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「
平
が
な
用
法
の
歴
史
(
明
治
以
前)」
(『
言
語
生
活」
必 、
昭
和
三
十
年
六
月)

「『
宇
多
我
太
毛」
割
記」
(『
高
菜』
口 、
昭
和
三
十
年
十
月)

「
古
代
日
本
語
の
あ
ゆ
み」
(『
日
本
語
の
構
造』
(
講
座
日
本
語
2)
大
月
舎
底 、
昭

和
三
十
年
十二
月)

「
文
法
論
の
課
題」
(『
国
語
学』
M
輯 、
昭
和
三
十一
年
四
月)

「一
つ
の
疑
問」
(『
文
学
史
研
究」
2 、

昭
和
三
十一
年
五
月)

「
日
本
語
の
ス
タ
イ
ル」
(『
こ
と
ば
の
講
座
l

世
界
の
こ
と
ば・日
本
の
と
と
ば』
東

京
創
元
社 、
昭
和
三
十一
年
五
月)

「
時
枝
誠
記
著
『
国
語
学
原
論

続
篇」」
(
書
評)
(『
国
語
学』
お
橋 、
昭
和
三
十

一
年
七
月)

「
石
を
た
れ
見
き」
(
万
葉
集
の
新
し
い
訓
話)
(『
解
釈
と
鑑
賞』
二
十
巻
十
号 、
昭
和

三
十一
年
十
月)

「『
竹
取
物
語」
に
お
け
る
『
文
体』
の
問
題」
(
目
次
題「「
竹
取
物
語』
の
構
成
と

文
章」)
(「
国
語
国
文」
二
十
五
巻
十一
号 、
昭
和
三
十一
年
十一
月)

「
言語問
機
能」
外
(
項
目
執
筆)
(『
国
語
教
育
辞
典』
朝
倉
吉
底 、
昭
和
三
十
二
年一

月)
「
反
語
に
つ
い
て
||ヤとカの

違ひなど」
(『
寓
禁』
辺 、
昭
和
三
十
二
年一
月)

「
金
田一
春
彦
著
「
日
本
語」」
(
書
評)
(
京
都
新
聞 、
昭
和
三
十
二
年一
月)

「
文
型」
外
(
項
目
執
筆)
(『
世
界
大
百
科
事
典」
平
凡
社 、
昭
和
三
十
二
年)

「
話
す
や
う
に
暫
く
と
い
ふ
こ
と
||言文一

致と
泊迄・
四
迷」
(『
国
語
国
文』
二
十

六
巻
六
号 、
昭
和
三
十二
年
六
月)

「
諾
構
成
序
説」
(『
日
本
文
法
講
座
1

総
論』
明
治
書
院 、
昭
和
三
十
二
年
十一
月)

「
助
動
詞
は
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ
て
来
た
か」
(「
解
釈
と
鑑
賞」
二
十
二
巻
十一

号 、
昭
和
三
十二
年
十一
月)

「
日
本
語
の
活
用
||動詞の

活用を
中心に」
(『
諮
座
現
代
国
語
学
日
こ
と
ば
の
体

系』
筑
摩
書
房 、
昭
和
三
十
二
年
十
二
月)

「『
古
代
歌
謡
集』
読
後
覚
え
書」
(
書
評 、
日
本
古
典
文
学
大
系
3
に
つ
い
て)
(『
寓

薬」
初 、
昭
和
三
十
三
年一
月)

「
条
件
表
現
の
変
遷」
(『
国
語
学』
お
輯 、
昭
和
三
十
三
年
六
月)

「
語
順
の
は
な
し」
(「
N
H
K
国
語
講
座」
41
3、
昭
和
三
十
三
年
六・
七
月)

「
文
法
ーーその

本質と
機能」
(『岨団
関
国
語
講
座
5
文
法の
理
論
と
教
育』
朝
倉
書
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底 、
昭
和
三
十三
年
八
月)

「
上
代
の
疑
問
表
現
か
ら」
(『
国
語
国
文』
二
十
七
巻
十一
号 、
昭
和
三
十
三
年
十一

月)
「
…締結一
節
用
集」
(
貴

重尋問
座)
(
実
理
時
報」 、
昭
和三
十
四
年
二
月)

「
補
助
用
言」
(『
解
釈
と
鑑
賞』
二
十
四
巻
三
号 、
昭
和
三
十
四
年
三
月)

「
あ
ゆ
ひ
抄」
外
(
項
目
執
筆)
(「
名
著
解
題
辞
典」
平
凡
社 、
昭
和
三
十
四
年)

「
固
有
の
日
本
語
の
造
語
力」
(『
言
語
生
活』
仰 、
昭
和
三
十
四
年
十
月 。
後 、
「
日

本
語
の
造
語
力」
と
し
て 、
『
こ
と
ば
の
生
活
2
||ことば

で考える』
筑
摩
書
房 、

昭
和
四
十
三
年
十一
月
に
再
録)

「
物
語
の
文

章|よ
語文による
考察」
(『
人
文』
6 、
京
大
教
養
部 、
昭
和
三
十
四
年

十一
月)

「
地
の
文
と
会
話
文」
(「
講
座
解
釈
と
文
法
1

総
論』
明
治
書
院 、
昭
和
三
十
五
年一

月)
「
高
菜
語
黛
の
構
造
ーーその一

名制につい
て」
(『
寓
葉」
初 、
昭
和
三
十
五
年一
月)

「
佐
久
間
鼎
著
『
日
本
語
の
言
語
理
論」」
(
書
評)
(『
文
学
論
叢
凶 、
昭
和
三
十
五

年
三
月)

「
文
法
に
お
け
る
文
の
概
念」
(『
国
文
学』
五
巻
九
号 、
昭
和
三
十
五
年
七
月)

「『
い
と」
と
『
い
た
く』
を
め
ぐ
っ
て」
(「
…縮問問
国
文
学
論
集』
関
西
大
学
国
文
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学
会 、
昭
和
三
十
五
年
三
月)

「
国
語
学
の
新
し
い
資
料
と
研
究
法」
(『
解
釈
と
鑑
賞』
二
十
五
巻
六
号 、
昭
和
三

十
五
年
五
月)

「
竹
取
物
語
の
解
釈
と
文
法
上
の
問
題
点」(『
講
座
解
釈
と
文
法
4

竹
取
物
語
外」

明
治
容
院 、
昭
和
三
十
五
年
五
月)

「
佐
久
間
鼎
著
「
日
本
語
の
言
語
理
論」」
(
書
評)
(『
国
語
と
国
文
学』
三
十
七
巻

六
号 、
昭
和
三
十
五
年
六
月)

「
文
法
史
に
つ
い
て
l|疑

問表現の
変遷を一
例と
して」
(『
国
語
と
国
文
学』
三
十
七

巻
十
号 、
昭
和
三
十五
年
十
月)

「
岩
淵
悦
太
郎
著
『
悪
文』」
(
書
評)
(
京
大
新
聞 、
昭
和
三
十五
年
十
月)

「一
言
語
過
程
説
論
争」
(『
解
釈
と
鑑
賞』
二
十
六
巻
九
号 、
昭
和
三
十
六
年
七
月・
後

「
近
代
文
学
論
争
事
典」
至
文
堂
に
収
む)

「『
し
み
ら』
と
『
す
が
ら」

||ヒ
ネモス・ヨ
モス
ガラ
の
意味」
(『
寓
葉」
HU 、
昭
和

三
十
六
年
十
月)

「
古
代
日
本
語
に
お
け
る
名
調
の
構
成」
(「
国
語
国
文』
三
十
巻
十一
号 、
昭
和
三

十
六
年
十一
月)

「
現
代
国
語
の
造
語
力」
(『
国
文
学」
八
巻
二
号 、
昭
和
三
十
八
年一
月)

「
歌
の
解
釈」
(『
高
菜』
必 、
昭
和
三
十
八
年一
月)

「
文
法
論
と
文
体
論
の
あ
ひ
だ」
(『
国
語
学」
臼
稿 、
昭
和
三
十
八
年一
月)

「
文
法
と
解
釈」
(『
解
釈
と
鑑
賞」
二
十
八
巻
七
号 、
昭
和
三
十
八
年
六
月)

「
竹
岡
正
夫
著
「
富
士
谷
成
章
全
集
上・
下」」
(
書
評)
(『
国
語
学』
M
輯 、
昭
和

三
十
八
年
九
月)

「
文
章
の
機
能
と
目
的」
(『
講
座
現
代
語
5
文
章
と
文
体」
明
治
書
院 、
昭
和
三
十

八
年
十一
月)

「
平
城
京
出
土
の
新
し
い
国
語
資
料
等」
(
分
担
執
筆)
(『
日
本
語
の
歴
史
3』
平
凡

社 、
昭
和
三
十
九
年一
月)

「『
夜
の
寝
覚」
の
文
章」
(『
国
語
と
国
文
学』
四
十一
巻
十
号 、
昭
和
三
十
九
年
十

月)
「『
よ
る
の
寝
覚」
と
「
よ
は
の
寝
覚」」
(『
国
語
国
文」
三
十
三
巻
十
号 、
昭
和三

十
九
年
十
月)

「
福
田
良
輔
著
『
古
代
語
文
ノ
ー
ト」」

(
響
評)
(「
国
語
学」
印
輯 、
昭
和
四
十
年

三
月)

「
外
国
語
と
し
て
の
日
本
語
の
問
題
点」
(「
日
本
語
教
育』
6 、
昭
和
四
十
年
三
月)

「
文
節」
(『
口
語
文
法
講
座
2
各
論
研
究
編』
明
治
暫
院 、
昭
和
四
十
年
四
月)

「
接
尾
語
の
位
置」
(「
国
語
国
文』
三
十五
巻
五
号 、
昭
和
四
十一
年
五
月)

「
仮
名
表
記
と
韻
律
と
の
関
係」
(『制抑制針
商
業
学
論
差 、
昭
和
四
十一
年
七
月)

「
新
撰
字
鏡
の
再
検
討

||享和本を中心に」
(「
本
邦
辞
書
史
論
叢』
三
省
堂 、
昭
和

四
十二
年二
月)

「
新
撰
字
鏡
解
題」
(『
新
撰{子
鏡(
地
訂
版)」
全
図
書
房 。
後 、
臨
川
書
底 、
昭
和
四

十
二
年
十
二
月)

「
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
か
ら」
♀
人
文」
H 、
京
大
教
養
部 、
昭
和
四
十三
年一
月 。

後 、
『
日
本
語
教
育』
ロ 、
同
十
月
に
転
載)

「
し
め
っ
た
土
地
と
か
わ
い
た
土
地」
(「
表
現
研
究」
7 、

昭
和
四
十三
年二
月)

「
固
有
名
調」
(『
国
語
学」
η
輯 、
昭
和
四
十
三
年
三
月)

「『
話
し
あ
い」
の
論
理」
(
朝
日
新
聞 、
昭
和
四
十
三
年九
月)

「
語
義
記
述
の
現
実
と
理
想」
(「
言
語
研
究』
M 、
昭
和
四
十
四
年一
月)

「
文
法
の
理
解
を」
(
文
法
の
指
導)
(「
国
語
展
望」
幻 、
昭
和
四
十
四
年二
月)

「
国
語
史
資
料
と
し
て
の
木
簡
l

球
説
明
清」
(『
国
語
学」
祁
輯 、
昭
和
四

十
四
年三
月)
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「
中
古
語
法
の
特
質
と
解
釈
上
の
問
題
点」
(『
国
文
学』
寸
四
巻
七
号 、
昭
和
四
十

四
年
五
月)

「『
べ
し』
「
ら
し』
『
ら
む』
『
け
む』
に
つ
い
て」
(「
佐
伯
梅
友
博
士
古
稀
記
念
国

語
学
論
集』
表
現
社 、
昭
和
四
十
四
年
六
月)

「
近
畿
圏
に
お
け
る
方
言
意
識
の
調
査」(
共
著)(
京
大
近
畿
圏
総
合
研
究
会
編「
近

畿
圏
そ
の
人
文
・

社
会
科
学
的
研
究」 、
昭
和
四
十
四
年
七
月)

「
鈴
木
股
「
言
語
四
種
論』」
(
月
刊
「
文
法」
一
巻
十一
号 、
昭
和
四
十
四
年
八
月)

「『
水
か
け
論」
の
語
源」
(
朝
日
新
聞 、
昭
和
四
十
四
年
九
月)

「
日
本
語
の
歴
史・
中
古」
(「
解
釈
と
鑑
賞」
三
十
四
巻
十
四
号 、
昭
和
四
十
四
年
十

一一
月)

「
馬
淵
和
夫
著
「
上
代
の
こ
と
ば」」
(
書
評)
(『
国
語
学』
ω
輯 、
昭
和
四
十
五
年

三
月)

「
築
島
裕
著『
古
代
日
本
語
発
掘』」
(
諮
評)
(『
今
週
の
日
本』 、
昭
和
四
十
五
年
五

月)
「
王
朝
の
文
化
(
か
な
と
倭
絵
こ
(『
京
都
の
歴
史
l

平
安
の
新
京』
学
芸
曾
林 、
昭

和
四
十
五
年
十
月)

「『
聞
い
た
表
現』
か
ら
「
閉
じ
た
表
現」
へ

||国詰史の
ありか
た
試論」
(『
国
語
と

国
文
学』
四
十
七
巻
十
号 、
昭
和
四
十
五
年
十
月)

「
語
の
規
範」
(『
講
座
正
し
い
臼
本
語
4
語
染
編』
明
治
書
院 、
昭
和
四
十
五
年
十一

月)
「
こ
と
ば
の
教
育」
(『
教
室
の
窓
中
学
国
語』
問 、
昭
和
四
十
五
年
十一
月)

「
春
日
和
男
著
『
存
在
詞
に
関
す
る
研
究」」
(
書
評)
(『
国
語
学』
出
輯 、
昭
和
四

十
五
年
十
二
月)

「
諮
り
物
の
歴
史
と
浄
瑠
璃
の
成
立」
(『
日
本
の
古
典
芸
能
7
浄
瑠
璃
語
り
と
操

り』
平
凡
社 、
昭
和
四
十
五
年
十二
月)

「
木
簡
の
一諮
る
世
界」
(『
言
語
生
活』
問 、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月)

「
意
味
の
ま
と
ま
り」
(「猷
4百他

国
語
国
文
学
論
集」 、
昭
和
四
十
七
年二
月)

「『
入
る」
の
意
義|
|動詞の

意味の
説明の
むずか
しさ」
(『
国
語
展
望」
初 、
昭
和
四

十
七
年
三
月)

「
国
語
学」
(
項
目
執
筆)
(『
プ
リ
タニ
カ』
T
B
S
プ
リ
タニ
ヵ 、
昭
和
四
十
七
年
五

月)
「
日
本
人
の
感
情
と
言
語」
(『
言
語」
一
巻
二
号 、
昭
和
四
十
七
年
五
月)

「
亀
井
孝
著
『
日
本
語
学
の
た
め
に』」
(
書
評)
(「
国
語
と
国
文
学」
四
十
九
巻
五

号 、
昭
和
四
十
七
年
五
月)

「
日
本
語
の
性
質」
(『
国
語
展
望』
臨
時
糟
刊
号 、
昭
和
四
十
七
年
十一
月)

「
日
本
文
法
に
お
け
る
品
調」
(「
品
詞
別
日
本
文
法
講
座
1

品
詞
総
論』
明
治
書
院 、

昭
和
四
十
八
年一
月)

「
語
源
の
解
釈」
(
こ
と
ば
の
ま
ど
ω・
日
本
国
語
大
辞
典
刊
行
会 、
昭
和
四
十
九
年
七

月)
「『
あ
ら
た
し』
か
ら
『
あ
た
ら
し」
へ」
(『
語
文』
認
輯 、
昭
和
四
十
九
年
九
月)

「
語
源
探
究
の
限
界」
(『
言
語
生
活』
m 、
昭
和
四
十
九
年
十一
月)

「
汗
を
か
く」
(『開
設
町持腕
上
代
の
文
学
と
言
語』
前
回
害
底 、
昭
和
四
十
九
年
十
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一
月)

「
日
本
語
的
な
思

考|受
仲震をめ
ぐっ
て」(「
言
語』
四
巻一
号 、
昭
和
五
十
年一
月)

「
大
野
晋
著
『
日
本
語
を
さ
か
の
ぼ
る」」
(
書
評)
(『
文
学』
四
十
三
巻
四
号 、
昭

和
五
十
年
四
月)

「
文
献
主
義
の
立
場
||大野習氏の

述懐に
関連して」
(「
文
学』
四
十
三
巻
十
号 、
昭

和
五
十
年
十
月)

「
日
本
人
と
文
字
と
の
出
会
い」
(『
新・日
本
語
講
座
4
日
本
語
の
歴
史」
汐
文
社 、
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昭
和
五
十
年
十一
月)

「「
あ
い
き
ゃ
う」
と
『
あ
い
ぎ
や
う』」
(『
国
語
科
通
信」
初 、
昭
和
五
十
年
十二

月)
「『
大
鏡」
の
文
章」
(『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
日
大
鏡・
増
鏡』
角
川
書
底 、
昭
和
五
十

二ヰ一
月)

「
大
鏡
の
「
語
り」」
(『
文
学」
四
十
四
巻
三
号 、
昭
和
五
十一
年三
月)

「『
竹
取
物
語・
大
和
物
語』」
(
解
題)
(
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
初 、
八
木
書
応 、
昭

和
五
十一
年
七
月)

「
今
昔
物
語」
外(
項
目
執
筆)
(『
国
民
百
科
事
典」
平
凡
社 、
昭
和
五
十一
年
十
月)

「
ル
ビ
の
復
権」
(『
図
書』
川 、
昭
和
五
十
二
年
三
月)

「
国
語
史
の
時
代
区
分」
(「
講
座
国
語
史
l

国
語
史
総
論』
大
修
館
書
庖 、
昭
和
五
十

二
年
五
月)

「
語
り
の
姿
勢
||「をり」

の
消長をめ
ぐっ
て」
(「
文
学」
四
十
五
巻
五
号 、
昭
和
五

十
二
年
五
月)

「『
日
本
文
法
論』・
『
改
撰
標
準
日
本
文
法(
訂
正
版)」」
(
名
著
解
題)
(「
言
語』

六
巻
五
号 、
昭
和
五
十
二
年
五
月)

「
動
調
の
意
義
分
析
||ヰル
とヲリとの
場合」
(『
国
語
国
文』
四
十
六
巻
四
号 、
昭
和

五
十
二
年
四
月)

「
国
語
学
の
戦
後
三
十
年」
(『
文
学・
語
学」
花 、
昭
和
五
十
二
年
六
月)

「『
時
枝
誠
記
博
士
論
文
集』
(
全
三
冊)・
『
同
著
作
選』
(
全
三
巻)」
(
書
評)
(「
国

語
と
国
文
学」
五
十
四
巻
十
二
号 、
昭
和
五
十
二
年
十
二
月)

「
日
本
語
の
語
源」
(『融蹴
日
本
語
ロ
日
本
語
の
系
統
と
歴
史』
岩
波
書
応 、
昭
和
五

十
三
年一
月)

「
ひ
る
は
雲
と
ゐ」
(『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
1

古
事
記』
角
川
書
底 、
昭
和
五
十
三
年

一一
月)

「
山
田
俊
雄
著
「
辞
書
と
日
本一訪問』」
(
書
評)
(
東
京
新
聞 、
昭
和
五
十
三
年
三
月)

「
岩
淵
悦
太
郎
著『
国
語
史
論
集』」
(
書
評)
(
朝
日
ジ
ャ
ー

ナ
ル 、
昭
和
五
十三
年

四
月)

「
山
田
孝
雄」(
項
目
執
筆)
(「
世
界
伝
記
大
事
典』
ほ
る
ぷ
社 、
昭
和
五
十
三
年
七
月)

「『
か
な
し』
の
意
義」
(『腕
品
訪問
語
文
論
芝 、
昭
和
五
十
三
年
十
月)

「
か
な
づ
か
い」
外(
項
目
執
筆)
(『
国
史
大
辞血〈」
古
川
弘
文
館 、
昭
和
五
十
四
年

「
日
本
語
の
ル
ー

ツ」
(
講
演)(
『
国
語
科
通
信」
刊 、
昭
和
五
十
四
年二
月)

「
日
本
語
の
構
造
上
の
特
色」
(「
こ
と
ば」
シ
リ
ー

ズ
凶『
日
本
語
の
特
色」
文
化
庁 、

昭
和
五
十
四
年三
月)

「
昔
話
の
表
現
と
言
語」
(『
日
本
昔
話
大
成
ロ
研
究
篇」
角
川
書
広 、
昭
和
五
十
四
年

十二
月)

「
ヂ
ン
ヂ
ロ
ゲ
流
伝
考」
(
学
士
会
会
報 、
昭
和
五
十
五
年
十一
月)

「
文
学
教
育
の
あ
り
か
た」
(『
日
語
学
習
与
研
究」
3、
昭
和
五
十
六
年
八
月)

「
こ
と
ば
は
死
な
ず」
(「
言
語
生
活」
湖 、
昭
和
五
十
六
年
八
月)

「
国
語
の
表
記
と
漢
字」
(
文
部
時
報 、
四
号 、
昭
和
五
十
六
年
十一
月)

「
海
上
(
う
な
か
み
こ
(「
寓
葉」
川 、
昭
和
五
十
七
年
六
月)

「
時
代
区
分」
(『
講
座
日
本
一語
学
1

総
論』
明
治
書
院 、
昭
和
五
十
七
年
六
月)

「
語
源
||「

担
の
語源を中心に」
(『
講
座
日
本
語
の
諾
実
1

語
致
原
論」
明
治
書
院 、

昭
和
五
十
七
年
七
月)

「
中
国
で
の
日
本一諸」
(『
国
文
学」
二
十
七
巻
十
六
号 、
昭
和
五
十
七
年
十
二
月)

「
将
来
の
日
本一詩」
(
国
語
問
題
研
究
協
議
会
研
究
集
録、
昭
和
五
十
七
年
十二
月)

「
和
名
抄」
外(
項
目
執
筆)
(『
日
本
文
学
大
辞血(」
岩
波
書
底 、
昭
和
五
十
八
年
1

昭

和
六
十
年)
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「一盟開
設
史
を
目
ざ
し
て
||私の

語公論」
(『
臼
本
語
学』
二
巻
五
号 、
昭
和
五
十
八
年

五
月)

「
接
頭
語
でっ
ち』
の
消
長」
(『
国
語
語
発
史
の
研
究
四』
和
泉
書
院 、
昭
和
五
十
八

年
五
月)

「
古
代
人
の
心
と
こ
と
ば」(『
古
代
日
本
を
考
え
る
4
古
代
日
本
人
の
心
と
信
仰』
学

生
社 、
昭
和
五
十
八
年
十
月)

「
日
本
的
知
性
と
日
本一訪問
ーーその

論理
性をめ
ぐっ
て」
(『
講
座
日
本
思
想
2

知
性』
東

京
大
学
出
版
会 、
昭
和
五
十
八
年
十一
月)

「
ワ
キ
の
意
味
||〈

付V
ヲカシ・
7コ
ツ
リ・
ワザヲ
キ」
(『
芸
能
史
研
究』
加 、
昭
和

五
十
九
年一
月)

「
池
上
禎
造
著
『
漢
語
研
究
の
構
想』」
(
書
評)
(「
文
学」
五
十
三
巻
三
号 、
昭
和

六
十
年
三
月)

「
ヲ
カ
シ
の
系諮問」
(
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
8 、
昭
和
六
十
年三
月)

「
ワ
キ
と
ヲ
カ
シ
に
つ
い
て」
(「
語
源
研
究』
7 、

昭
和
六
十
年
四
月)

「
日
本
人
の
日
本諮問」
(「
外
か
ら
見
た
H
本
語・
内
か
ら
見
た
日
本一諮」
武
蔵
野
書
院 、

昭
和
六
十
年
四
月)

「『
金
田一
春
彦
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
全
3
巻』」
(
書
評)
(「
言
語』
十
四
巻
五

号 、
昭
和
六
十
年
五
月)

「
歌
こ
と
ば
の一
面」
(『
文
学
・

語
学」
問 、
昭
和
六
十
年
五
月)

「
中
古
語
の
位
相」
(「日
本
語
学』
四
巻
十一
号 、
昭
和
六
十
年
十一
月)

「
日
本
語
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス」
(「
国
語
通
信」
m 、
昭
和
六
十一
年
二
月)

「
接
辞
と
は」
(『
日
本
語
学』
五
巻
三
号 、
昭
和
六
十一
年
三
月)

「
古
代
の
日
本
語」
(『
古
代
語へ
の
招
待
H』
大
阪
書
籍 、
昭
和
六
十一
年
三
月)

「
日
本
語
と
日
本
文
化」
(
オ
ル
ビ
ス
2・
甲
南
女
子
大
学 、
昭
和
六
十一
年
四
月)

「
新
村
出
先
生
と
そ
の
学
問」
(『
図
書』
刷 、
昭
和
六
十
二
年
九
月)

「
物
語
に
用
い
な
い
諮
|

歌
語」(『
国
語
語
設
史
の
研
究
七』
和
泉
書
院 、
昭
和
六
十

一
年
十
二
月)

「
接
尾
語
『
|

グ
チ』
の一
考
察」
(「
甲
南
国
文」
お 、
昭
和
六
十
三
年
三
月)

「
女
性
の
ワ
キ
は
な
ぜ
な
い
か」
(『
国
立
能
楽
堂』
問 、
昭
和
六
十三
年
六
月)

「
方
言
接
辞
の
研
究
||接辞につい
て
(
接
尾
語
ガ
テ
ラ
と
グ
チ・
ゴ
ト

の
生
成)」

(「
方
言
研
究
年
報」
初 、
昭
和
六
十三
年
十
月)

「
惚
れ
な
い
読
み
方」
(「
国
語
教
育』
2 、
平
成一
年一
月)

「
漢
字
と
仮
名
の
機
能」(「
漢
字
講
座
4
漢
字
と
仮
名』
明
治
書
院 、
平
成一
年
二
月)

「〈
歳
時
間
談〉
基
球・
底
球・
野
球」
(『
文
学」
五
十
七
巻
八
号 、
平
成一
年
八
月)

「
恥
を
か
く」
(『
本」
十
四
巻
十二
号 、
平
成一
年
十
二
月)

「
古
代
日
本
語
の
内
的
再
構」
(
日
報
告・
討
論
9)
(「
日
本
語
の
形
成』
三
省
堂 、

平
成
二
年
三
月)

「
あ
い
さ
つ
の
言
葉
遣
い」
(「
こ
と
ば」
シ
リ
ー

ズ
犯「
言
葉
遣い」
文
化
庁 、
平
成

二
年
三
月)

「
朝
山
信
弥
さ
ん
の
人
と
学
問」
(『
朝
山
信
弥
国
語
学
論
集』
和
泉
書
院 、
平
成
四
年

五
月)

「
山
口
佳
紀
著
『
古
代
日
本
文
体
史
論
考』」
(
書
評)
(「
国
語
と
国
文
学』
七
十
巻

十二
号 、
平
成
五
年
十二
月)
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